
宮崎市子ども・子育て支援プラン推進施策の内部評価の方法について

１ 内部評価の目的

○点検・評価の参考資料として活用

子ども・子育て支援プランの１２の推進施策については、同じ施策の中でも、様々な

事業の目標値が定められていることに加え、順調に取り組まれている事業や、新型コロ

ナウイルスの影響などで順調に取り組めていない事業があるなど、事務局からの実施状

況の報告だけでは、委員の評価が難しいという課題があった。

そのため、市が各事業の目標値に対する達成状況を客観的に評価した結果を取りまと

めることで、委員が点検・評価の参考にしやすい資料として提供することができる。

○市内部での推進施策の進捗状況の共有・管理

これまで、市では、各施策・事業の実績値や参考情報の説明を行うことで、プランの

進捗状況の共有を図っていたが、内部評価を実施することで、市内部でこれまで以上に

進捗状況や課題の共有化に努めることができる。

また、令和４年度にプランの中間見直しを行うにあたり、内部評価を実施することで、

中間目標値に対する達成状況の分析を行える。

２ 内部評価の方法

（１）第五次宮崎市総合計画の施策評価（内部評価）の方法を参考に以下のとおり実施。

①１２の推進施策の各項目について、令和４年度の中間目標値に対する令和３年

度の実績をもとに達成率を算出し、点数化する。（中間目標値に対し１年手前

の実績での達成率を算出することを考慮し、独自に点数化の基準を設ける）

子ども・子育て支援プラン内部評価における達成率点数化基準（案）

達成率（％）＝実績／目標×100

※減少することを目標としている項目は、分子・分母を入れ替える。

達成率 点数

90％以上 5点

80％以上 90％未満 4点

70％以上 80％未満 3点

40％以上 70％未満 2点

0.1％以上 40％未満 1点

0％以下 0点

資料４



➁推進施策ごとに各項目の平均点を算出し、以下の評価基準をもとに内部評価

結果を出す。（評価基準は第５次宮崎市総合計画の内部評価基準と同じ）

子ども・子育て支援プラン内部評価における評価基準（案）

③推進施策ごとに補足コメントを決定する。

点数が 3点以下かつ新型コロナの影響を受けた項目が過半数を占める推進施

策については、適切な評価・検証を行うことが困難であるため、内部評価は行

わない。

ただし、達成率が低い項目について、新型コロナの影響やその他の要因を補足

コメントとして記載する。また、前年と比較して達成率が上昇した要因などにつ

いても、補足コメントとして記載し、外部評価の参考情報とする。

３ 計画推進部会による評価

１２の推進施策について、子ども・子育て会議「計画推進部会」において、内部

評価結果及び事務局からの説明を参考に、社会情勢による影響等も勘案し、各委

員の視点で点検・評価を行う。評価内容は以下のとおり。（昨年度と同じ）

平均点 評価 評価の目安

5点 ｓ 全ての項目において目標を達成している

4点以上、5点未満 ａ 概ね目標を達成している

3点以上、4点未満 ｂ 取組がやや遅れている

3点未満 ｃ 取組が遅れている

－ －

評価できない

（点数が3点以下かつ新型コロナの影響を受け

た項目が過半数を占める場合）

評価内容

順調である

どちらかといえば順調である

あまり順調でない

順調でない

評価保留 （※新型コロナの影響を受けている事業など、委
員が評価が難しいと判断した場合に評価）


